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海⾯は常に揺れています。その揺れのほとんどは波によるものであり、沖合で発⽣した波は
海岸で消え去ります。波は周期的な変動を伴い、エネルギーの伝搬は⽅向性を持ち、伝搬の
速さは波の周期と⽔深に依存します。波⼒発電は波が持つエネルギーを我々が利⽤できる電
気エネルギーに変換する装置です。沿岸設置型振り⼦式波⼒発電装置は、振り⼦運動する波
受板を持ち、⽔深4m程度の浅い海岸に設置します。

【提出用】

波⼒発電を中⼼とするエネルギー地産地消モデル

沿岸設置型振り⼦式波⼒発電装置の特徴
・環境への影響が少ない。
・⽔深が同程度の海域であればどこでも同じ装

置が利⽤できる。
・海岸や防波堤に平⾏に並べることで総発電量

を増やすことができる。 
・計画・設計、⽣産、設置、運⽤の全てを国内

で実施できる。
・設備利⽤率は30%以上が⾒込める。
・⽇本の海岸には総発電能⼒300万kWの波⼒発

電装置の展開が可能である。
・沿岸防災、海岸保全、景観や漁業など既存産

業との調和、エネルギーの⾃給⾃⾜・地産地
消に貢献できる。 

沿岸設置型振り⼦式波⼒発電装置

波⼒発電装置の概要

波力発電� Cw303
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